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○日本体育大学ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する規則 

平成18年6月7日 

教授会制定 

(目的) 

第1条 この規則は、日本体育大学(以下「本学」という。)において実施するヒトゲノム・

遺伝子解析研究について、ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針(平成13年3月

文部科学省・厚生労働省・経済産業省告示第1号)に定める事項のほか、本学において実施

するヒトゲノム・遺伝子解析研究(以下「本研究」という。)に関し必要な事項を定めるこ

とを目的とする。 

(定義) 

第2条 この規則において、次に掲げる用語の意義は、当該各号に定めるところによる。 

(1) ヒトゲノム・遺伝子解析研究 

提供者の固体を形成する細胞に共通して存在し、その子孫に受け継がれ得るヒト

ゲノム及び遺伝子の構造又は機能を、試料等を用いて明らかにしようとする研究

(本研究に用いる試料等の提供のみが行われる場合を含む。)をいう。 

(2) 試料等 

本研究に用いようとする血液、組織、細胞等から抽出したDNA等の人の体の一

部及び提供者の診療情報(死者から提供されたものを含む。)をいう。ただし、学術

的な価値が定まり、研究実績として十分に認められ、研究用に広く一般に利用され、

かつ、一般に入手可能な血液、組織、細胞等から抽出したDNA等は含まれない。 

(3) 研究責任者 

本学において、本研究の有用性と限界及び生命倫理についての十分な知識に基づ

き、本研究を遂行するとともに、その研究に係る業務を統括する教員(講師以上)を

いう。 

(4) 個人情報 

個人に関する情報であって、当該情報に含まれる氏名その他の記述等により特定

の個人を識別することができるもの(他の情報と容易に照合することが可能で、そ

れにより特定の個人を識別することができることとなるものを含む。) 

(5) 個人情報管理者 

学長の指示を受け、提供者等の個人情報が外部に漏洩しないように個人情報を管

理し、かつ匿名化する責任者をいう。 
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(6) 部局 

本研究を実施する学部、大学院研究科、体育研究所、ハイパフォーマンスセンタ

ー、スポーツ・トレーニングセンターをいう。 

(7) 部局長 

前号に規定する部局の長をいう。 

(学長及び部局長の責務) 

第3条 学長は、本研究に関する倫理指針に定める研究機関の長として、本学におけるヒト

ゲノム・遺伝子解析研究の実施に関し統括するものとする。 

2 部局長は、当該部局における本研究の実施に関し総括するものとする。 

(個人情報管理者及び個人情報取扱責任者) 

第4条 学長は、本研究において、個人情報の保護を図るため、個人情報管理者を置くもの

とする。 

2 研究責任者は、研究計画ごとに個人情報取扱責任者を置くものとする。 

(申し込み) 

第5条 研究責任者は、本研究の実施に当たって、ヒトゲノム・遺伝子解析研究申請書(以下

「申請書」という。)(様式1)に必要な事項を記入の上、説明書(様式2)、同意書(様式3)及び

参考資料等を添付し、所属の部局長を経て、学長に申請しなければならない。 

(決定) 

第6条 学長は、前項の申請があったときは、委員会規程第2条に基づく研究倫理審査委員

会(以下「委員会」という。)に審査を付託し、審査の結果を受け、研究実施の可否を決定

する。 

2 委員会は、審査結果及びその内容を学長に報告するものとする。 

3 学長は、委員会から報告を受け、研究実施の可否を決定した場合は、審査結果通知書(様

式4)により、部局長を経て、研究責任者に通知するものとする。 

4 研究計画を変更しようとする場合は、前項第1、2、3項及び前条を準用する。 

(研究計画の終了又は中止の報告) 

第7条 研究責任者は、本研究を終了又は中止したときは、研究終了(中止)報告書(様式5)を

部局長を経て、学長に提出しなければならない。 

(研究の実施状況の報告) 

第8条 研究責任者は、1年に1回以上定期的に研究の実施状況について、所属の部局長を経

て、学長に研究経過報告書(様式6)を提出しなければならない。 
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2 前項の規定にかかわらず、学長が必要と認めたときは、研究責任者に対し、所属の部局

長を経て、研究の実施状況について報告書の提出を求めることができる。 

(研究計画の変更又は研究の中止命令) 

第9条 学長は、第7条による報告を受けたときは、必要に応じ、又は、委員会が研究計画

の変更もしくは研究中止の意見を述べた場合はその意見を踏まえ、変更又は中止を命じる

ものとする。 

(研究計画書等の写しの送付) 

第10条 学長は、可否を決定した申請書(様式1)の写し、研究経過報告書(様式6)の写しを、

第4条に規定する個人情報管理者(以下「個人情報管理者」という。)に送付するものとす

る。 

2 学長は、前条の報告を受け変更又は中止を命じた場合は、研究終了(中止)報告書(様式5)

の写しを、委員会及び個人情報管理者に送付するものとする。 

(補則) 

第11条 本研究を外部研究機関等と共同で行う場合は、日本体育大学外部機関等共同研究

取扱規程に基づき、契約を締結するものとする。 

第12条 この規則に定めるもののほか、本学における本研究の実施の細部に関し必要な事

項は、委員会の議を経て、学長が別に定めることができる。 

(改廃) 

第13条 この規則の改廃は、学部長会の議を経て学長が行う。 

附 則 

この規則は、平成18年6月7日から施行する。 

附 則 

この規則は、平成21年4月1日から施行する。 

附 則 

この規則は、平成25年4月1日から施行する。 

附 則 

この規則は、平成25年4月1日から施行する。 

附 則 

(施行日) 

この規則は、平成27年4月1日から施行する。 

附 則 
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(施行日) 

この規則は、平成29年4月1日から施行する。 

附 則 

(施行日) 

この規則は、令和7年4月1日から施行する。 
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